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第４５回近畿医学検査学会を振り返って
実行委員長 瀬田 正憲

第４５回近畿医学検査学会を平成１７年１０月１５日�・
１６日�の両日に亘って大津のピアザ淡海にて開催し、
１，３００有余名の参加者を得て、無事盛会のうちに終

了したことに心より感謝し、喜ぶ次第です。

さて、今学会は、何事につけても初めての開催づ

くしでした。１４日のチーム医療研修会については、

森嶋大阪府会長が近畿理事会席上で、「医療もチー

ムで連携している。検査技師が医療現場で携わる実

践的な研修会を開催しよう。」と提唱され、かくあ

るチーム医療のなかから、とりあえず、今年は「糖

尿病、感染制御、栄養サポート」に絞って実施する

こととなり、委員会で調整した結果、参加者にとっ

て利便性が良いと思われる学会時に開催することに

なった。参加案内も、近畿県内に限らず、全国から

の参加者を想定してJAMTESおよび滋賀県技師会

のHP上で募集した結果、熊本県から２人、神奈川県

から１人を含め総数１１０名の研修会となり、当初の予

想より下回ったものの、参加者の満足度も高く盛会

裡に終わったことは、今後、引き続き研修会を開催

する弾みとなった。今回の反省点（開始時間、時間

的な制約など）を踏まえて、次の企画に期待したい。

しかし、今学会のハイライトは、なんといっても

臨床検査医学会近畿支部との同時開催したことだと

思う。京都府立医科大学藤田先生が学会長を務めら

れる第４８回臨床検査医学会近畿支部総会を、滋賀県

が担当する近畿医学検査学会と同時開催して欲しい

と要請を受けたのは昨年の暮れ近くではなかったか

と思う。検査医会と同時開催？大丈夫？など多くの

不安感と相当の恐れを感じ、出来れば止めたいと思

ったものの「大丈夫、ご苦労さん。滋賀県なら出来

る！」と近畿理事の方から軽い励ましを受けたこと

を思い出す。

学会運営で一番心配した受付部門が、担当者の尽

力のおかげでスムースに運営されたことで、非常に

安堵したが、細部では問題点も色々と浮かび上がっ

た。それらを一つ々クリアして、黙々と学会を運営

した各責任者・実行委員の方々にただただ感謝する

ばかりです。しかし、協議の過程で、学会日程が日

替わりで変更することなどもあり、同時開催を継続

的に実施するならば、今後の課題として考慮すべき

ものと思われた。

特別講演には元宇宙飛行士、毛利衛氏をお招きし

「宇宙と生命」についての講演をしていただいた。

多くの会員に、無限に拡大するグロバールな宇宙の

視野から、果ては医療のなかでの臨床検査技師との

関わりまで捉えていただき、実に宇宙の、そして生

命の神秘さを体験を交えて話される話術に会員は魅

了されたことと思う。公開講座では県と健康づくり

財団の補助を受け「ハンセン氏病とわたし」をテー

マに、長島愛生園元自治会長 石田雅男氏にご講演

していただいた。今年の４月の検証会議から去る１０

月下旬の天皇陛下のご訪問など、話題性のある時期

を得た講演だったと思う。怠慢と無知が、ここまで

人権を蹂躙できるかという恐ろしさを痛感した。感

銘を受けたことは、氏の言葉のなかでの「今、生き

ていること。そして小さなことでも喜びを見いだす

幸せに感謝している。」と。幾多の困難な環境に耐

え、忍び抜いて生きてこられた言葉の重みに、やや

もすれば何もせず、現状に不満をもつ私たちへの警

句として心に留めておきたい。

最後に、学会開催に当たって後援をいただいた、

県、医師会、大津市、健康づくり財団、及び関係団

体にお礼申し上げるとともに、学会を成功裏に導い

た実行委員、実務委員に感謝いたします。また、特

別講演・公開講座の開催に当たって、極めてご尽力

いただいた健康づくり財団の桐畑邦広氏、財団職員

の方々に厚くお礼を申し上げます。

右：

立
脇
学
会
長

左：

瀬
田
実
行
委
員
長

（２）２００５年１１月１５日 社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会



【特別講演】

「宇宙と生命」 ～無重力空間の可能性～

宇宙飛行士 毛利 衛氏

宇宙へ行く

ためにはロケ

ット燃料とい

う巨大なエネ

ルギーが一度

に爆発しない

ように、さら

に軌道を間違

えないように

コントロール

する。宇宙では最低限人間が生きて仕事ができるよ

うに宇宙船の中で地球環境を模擬した生命維持装置

が必要だ。普段の生活では当たり前の環境、空気、

水、重力、食べ物、睡眠、等々を改めて生命にとっ

て何が本質なのかを考えさせてくれる。たくさんコ

ントロールするパラメータがあるが所詮人間の造っ

た装置、本物の地球環境の仕組みにはかなわない。

しかしどの装置が故障しても、３重のバックアップ

システムにより致命傷をさけるよう実によく工夫さ

れて安全が確保されている。

宇宙飛行士の役割は宇宙で科学実験をしたり宇宙

ステーションを組み立てたりすることだが、実際の

訓練はほとんどがロケットや宇宙船の具合が悪くな

ったときにどのように素早く回復するかに費やされ

る。宇宙飛行士は宇宙船の健康を守る医者であり、

失敗すれば自ら死にいたる患者でもある。

不具合が起きたとき、まず事実確認し的

確な情報を地上に伝える。地上の技術者

とともに診断をし、素早く修理（治療）

を施さなければならない。

宇宙プロジェクトにおける危機管理に

は二つのアプローチが必要である。ひと

つは危機が起きないようにあらかじめす

べてのシステムの信頼性を高めておくこ

と。もうひとつは不具合が起きても致命

的にならないように被害を最低限に食い

止め、回復させるシナリオ

をもつこと。私はNASAで

主として後者の危機管理を

徹底的に訓練された。これ

は医師が病気にかかった患

者さんの対処の仕方と相通

ずる部分が多いのではない

かと思う。訓練で得た重要な教訓は、現場責任者お

よび事象の白黒をはっきりさせる。灰色の部分も何

が白黒ではないかということを、関係者全員に透明

にすること。あらかじめ起きるかもしれない考え得

るすべての不具合を徹底的に網羅して訓練すること。

解決すべき優先順位をあらかじめはっきりさせてお

き、上位にあるものを救うため手遅れにならないう

ちに即決して修復操作に入ることである。

ガガーリンの「地球は青かった」の本当の意味が

宇宙に飛行して初めてわかった。宇宙はどんな生命

も生存できない真っ暗闇の死の世界である。宇宙船

はそんな空間で生命を最低限生かすために必要な生

命維持装置を持つ。人工の地球環境をかろうじて有

する狭い空間の小さい窓からすべての生命が息づく

大きな丸い球体を見たとき、なぜ、宇宙に行くこと

が多くの人々にとって夢であり、人類にとって価値

ある大きな挑戦なのか疑問の一部が解けた気がした。

（学会抄録より）

�エンデバー号の模型

司
会

立
脇
会
長

２００５年１１月１５日（３）社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会



【公開講座】

「ハンセン病とわたし」 ～人間として生きる～

元国立療養所長島愛生園自治会長 石田 雅男氏

「らい予防法」という法律は、私たちにとって別

名“隔離法”とも言っていましたが、その「らい予

防法」は平成８年に廃止されました。

そして、岡山県の東部に位置します“長島”とい

う島には国立ハンセン病療養所「長島愛生園」「邑

久光明園」があり、その長島に昭和６３年５月に―隔

離を必要としない証の橋―「邑久長島大橋」が架け

られました。私たち入所者が１７年間に亘って要望し

た“人間回復の橋”であります。しかし、この橋が

架かっても“隔離法”と言われた「らい予防法」が

廃止になっても「社会」という一般世間の人々はハ

ンセン病（らい）のこと、患者が忌み嫌われ、非人

道的な隔離の施設（療養所）に強制収容されてきた

ことなどについても全く無関心に近いものでした。

しかし、平成１０年「らい予防法」違憲国家賠償請

求訴訟が起きて以来、平成１３年の訴訟判決まで数千

人におよぶ多くの支援者、協力者に恵まれ、それは

今日に至っても私たちにとって有難い良き理解者と

なって頂いております。社会全体からみますと、ハ

ンセン病（らい）のこと、患者がどのように扱われ

てきたか、今では過ぎ去った「過去」であってもハ

ンセン病を通して、人権問題でもあるこのような過

ちを二度と繰り返してはならない、と意識される

人々は残念なことにごく一部のように思われます。

ハンセン病（らい）という病気そのものからの痛

みと苦しみはその病気に罹った私自身が最もよく認

知しております。そして今まで一般の人々がハンセ

ン病を大変恐れたものは不治、伝染、病状の醜さ等

によるものであったと思います。しかし、私たちが

病気以上に悲しみ、生きてゆくことに絶望的にさせ

られてしまったのは、病気に罹ったことで社会から

排除され、そして人間ではなく汚い物のように扱わ

れたことであります。

まことに微力でおこがましい限りですが、ハンセ

ン病を患った当事者、非人道的に扱われた者として

その体験を語らせて頂く中で、少しでもハンセン病

についての認識、ハンセン病は治っても特有の後遺

症についての理解、さらには人権意識の高揚につな

がればと心に念じながら話をさせて頂いております。

そして、拙ない話であっても多くの方々が関心をも

って聴講して下さることに心から感謝を覚える昨今

でございます。 （学会抄録より）

司
会

瀬
田
副
会
長

（４）２００５年１１月１５日 社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会
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ククロローークク

書書籍籍ココーーナナーー

出陣式の挨拶

日臨技 小崎会長挨拶

２００５年１１月１５日（５）社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会



熱熱心心にに聴聴講講すするる参参加加者者のの皆皆様様

シシンンポポジジウウムム

シシンンポポジジウウムム

熱熱気気ああふふれれるる会会場場

裏裏方方ささんんごご苦苦労労様様

（６）２００５年１１月１５日 社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会



平成１７年９月定例理事会議事録

日 時：平成１７年９月１日� １６：００～１８：００

場 所：成人病センター 職員会館 ２階会議室

出席者：立脇、瀬田、岸本、拝藤、松瀬、竹島、岡

本、夏原、馬場、宮下、小梶、内木、藤田、

元廣

司 会：拝藤

１． 会長報告

近臨技関係：９月３日� 地区連絡協議会開催

予定

開催場所：大臨技事務局

２．報告事項

１）施設代表者会議（終了後、懇親会）

日 時：８月５日
 １８：００～１９：３０

場 所：ライズヴィル 都賀山

議題１．第４５回近畿医学検査学会の日

本臨床検査医学会近畿支部総

会との同時開催の経緯

議題２．第４５回近畿医学検査学会準備

進捗状況

議題３．第４５回近畿医学検査学会協力

へのお願い

議題４．その他

参加人数：２８名

２）第１４回学会実行委員会

日 時：８月１０日� １９：００～２０：３０

場 所：成人病センター 職員会館

３）第４５回近畿医学検査学会の部門代表者会議

日 時：８月２４日� １８：３０～２０：３０

場 所：滋賀医大病院検査部

４）滋賀県公衆衛生学会実行委員会

日 時：８月２５日� ５：００～１７：００

場 所：大津保健所２階会議室

議 題：１．滋賀県公衆衛生学会開催日、平成

１８年２月１６日�
２．学会奨励賞に石川和彦会員が推薦。

３．協議事項

１）第４５回近畿医学検査学会について

実務委員の委嘱、受付の袋と案内書、参加

証と領収書、クロークの札、書籍販売等につ

いて協議。

２）「チーム医療実践セミナー」について

滋臨技会員への参加要請。

３）「都道府県精度管理責任者全国会議」の開催

通知について

開催日時：１０月３０日	 １２：００～１５：００

開催場所：日臨技会館 第一会議室

出席者について、滋賀医科大学付属病院 大

槻隆明氏を選任。

４．各部の連絡

事業部：精度管理試料を９月６日に配布予定。

生涯部：生涯教育セミナーを１０月下旬で予定。

渉外部：９月１３日
に近畿学会の会場係の会議
を開催予定。

厚生部：１１月６日	にハイキングを計画予定。
広報部：滋臨衛技だより第２１６号を９月１０日に

発送予定。

組織部：�会員動向別掲

次回理事会予定

開催日時：１０月６日� １７時から

開催場所：増田医科器械

司 会：吉田

２００５年１１月１５日（７）社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会



平成１７年１０月定例理事会議事録

日 時：平成１７年１０月６日� １６：００～１８：００

場 所：ピアザ淡海 ２０４会議室

出席者：立脇、瀬田、岸本、吉田、拝藤、松瀬、竹

島、植田、岡本、夏原、馬場、宮下、小梶、

内木、重田、藤田、元廣

司 会：松瀬

１．会長報告

�第４５回近畿医学検査学会への協力依頼。
�アフリカからの臨床検査技術研修受け入れ可能
施設の調査依頼。

２．報告事項

１）学会会場部局会議

日 時：９月１３日
 １８：００～１９：３０

場 所：ピアザ淡海

２）第１５回学会実行委員会（第４５回近畿医学検査

学会）

日 時：９月２２日� １８：００～２０：００

場 所：成人病センター 職員会館

３．協議・報告事項

１）第４５回近畿医学検査学会について

受付、会場、組織、運営、関連行事等につい

てのマニュアル原案について協議。

２）「チーム医療実践セミナー」について

糖尿病療養指導、感染対策、栄養サポートチ

ームの３分野について開催予定。

３）平成１７年度第２回保健医療従事者研修会につ

いて

日 時：１１月２２日
 １３：００～１６：００

場 所：栗東文化芸術会館さきら 小ホール

４）「ガン保険の団体加入」について

５）厚生部「秋のハイキング」について

日 時：１１月６日	
集合場所：ＪＲ山科駅前 ９：００集合

目的地：嵐山方面

６）日臨技の理事・監事の推薦依頼について

７）各種表彰（日臨技功労表彰・永年職務精励者

表彰・金井泉賞・会長賞等）について

８）第９回地域保健全国大会（開催日時：平成１７

年１１月１０日�・開催場所：三重県営サンアリー
ナ）において、平成１７年度�日本公衆衛生協会
会長表彰を小林忠男氏（済生会滋賀県病院）受

賞決定。

会 員 動 向

１．会員の動向（平成１７年８月２９日現在）

総会員数 ５１３名（日臨技５１１名、県内２名）

新再入会員 ２２名

２．転 出

会員番号 氏 名 施 設 名 転 出 先

１３９２１１ 小 霜 美 恵 滋賀医大付属病院治験管理センター �日本臨床薬理研究所（東京都）
３．訂正とお詫び

会員名簿で下記内容に誤りがありました。訂正させていただくと共に、お詫び申し上げます。

４頁 �免疫検査分野 分野委員

誤 正

平 尾 昇 � 谷 口 昇

２５頁 ９２５００８４ 株式会社 環境バイリス研究所 住所

誤 正

甲賀水口町宇川５５５ � 甲賀市水口町宇川５５５

（８）２００５年１１月１５日 社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会
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９）平成１７年度秋の叙勲 元廣昌之氏（能登川病

院）受賞決定。

１０）医療マネージメント学会第３回京滋地方会開

催について

会 期：平成１８年２月４日� ９：３０～１７：００

会 場：ピアザ淡海 県民交流センター

演題募集：１１月３０日〆切り

事務局：大津赤十字病院医療情報課

１１）第３６回滋賀県公衆衛生学会開催について

日 時：平成１８年２月１６日� １３：００～１６：５０

場 所：ピアザ淡海 県民交流センター

演題募集：平成１７年１２月２日
まで
申し込み先：�健康づくり財団

１２）日本プライマリーケアー学会第１９回近畿地方

会の開催について

会 期：平成１７年１１月２日� ９：３０～１６：００

会 場：びわこホール・ピアザ淡海

４．各部からの連絡

生涯部：平成１４年・１５年・１６年度生涯教育終了

者は１９名で、修了書を配布。

厚生部：１１月６日ハイキングへの参加要請。

組織部：会員動向別掲

会計部：平成１７年度の会費未納者１４名であり、

８名に督促状を送付。

近畿臨床検査技師会会費を５１１名納入

完了。

次回理事会予定

開催日時：１１月１０日� １７時から

開催場所：ＫＳＫ

司 会：吉田

会 員 動 向

１．会員の動向（平成１７年１０月１日現在）

総会員数 ５１６名（日臨技５１４名、県内２名）

新再入会員 ２５名

２．新入会員

会員番号 氏 名 施設名

２５４５１９ 宇 野 美 保 市立長浜病院

２５４５２０ 福 本 知代子 公立甲賀病院

２５４５２１ 小 倉 美 香 公立甲賀病院

２００５年１１月１５日（９）社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会



〔テ ー マ〕 臓器と語る

〔日 時〕 平成１８年２月２５日� １３：００～２６日	 １２：００

〔場 所〕 国民年金健康保養センター 大和路

〒６３３‐００４５ 奈良県桜井市山田２９９‐１

TEL０７４４‐４３‐８６０６

〔募集人員〕 ８０名

〔受 講 料〕 ２日参加 ８，０００円

１日参加 ４，０００円

宿泊費（一泊２食付き） １０，０００円

夕食会のみ参加費 ５，０００円

〔申込方法〕 申込書の必要事項を記入の上、郵便振込兼領収書を添え、

FAX又は郵送して下さい。

郵便口座番号 ００９１０‐３‐２７９１７４

口座名義 山口 英世

〔申 込 先〕 〒６３５‐００９４ 大和高田市礒野北町１番１号

大和高田市立病院 臨床技術科 山口 英世 宛

TEL０７４５‐５３‐２９０１（内線５２８５） FAX０７４５‐５３‐２９０８

〔申込締切〕 平成１８年１月２０日


〔担 当 者〕 奈良県臨床衛生検査技師会

感染免疫検査部門長 山口 正悟

〔責 任 者〕 〒９１０‐０８５３ 福井市城東４丁目１４番３０号

福井市医師会臨床検査センター 岩佐 玲子

TEL０７７６‐２２‐８４６７ FAX０７７６‐２４‐６０９９

〔主 催〕 近畿臨床衛生検査技師会

〔生涯教育〕 臨床専門 Ｃ－２０（生涯教育カードをご持参下さい）

〔申 込 先〕 〒６３５‐００９４ 大和高田市礒野北町１番１号

大和高田市立病院 臨床技術科 山口 英世 宛

TEL０７４５‐５３‐２９０１（内線５２８５） FAX０７４５‐５３‐２９０８

第１８回近畿臨床衛生検査技師会血清検査研修会のご案内

（１０）２００５年１１月１５日 社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会



主催：近畿臨床検査技師会

担当：奈良県臨床衛生検査技師会 形態検査部門血液検査分野

【日 時】

平成１８年２月２５日�１２時４５分より平成１８年２月２６日	１２時４５分まで

【プログラム】

２月２５日�
１２：００～１２：４０ 受 付

１２：４５～１３：００ 開会式

１３：００～１４：００ 悪性リンパ腫 病態と病理 天理よろづ相談所医学研究所 弓場 吉哲 先生

１４：１０～１５：１０ 悪性リンパ腫の診断におけるFISH法の応用と実際

天理よろづ相談所医学研究所 奥村 敦子 先生

１５：３０～１６：３０ 悪性リンパ腫の臨床 検査技師の役割

近畿大学医学部奈良病院 血液内科 八木 秀男 先生

１６：４０～１７：４０ 悪性リンパ腫のフローサイトメトリー解析

天理よろづ相談所医学研究所 林田 雅彦 先生

１８：００～ 情報交換会

２月２６日�
９：００～１２：３０ 動画による検鏡実習（検査の進め方・所見の書き方）

認定試験を意識した形式での学習を行います。

１２：３０～１２：４５ 閉会式

【会 場】

奈良県文化会館 小ホール 奈良市登大路町６‐２ TEL０７４２‐２３‐８９２１

【情報交換会】

会場：奈良県文化会館 １Ｆレストラン ２月２５日� １８：００～

【対象者】

近畿臨床衛生検査技師会会員

【受講料・定員】

７，５００円 ２月２５日・２６日（参加・テキスト代）：１５０名

４，０００円 ２５日のみ（参加・テキスト代）：１５０名

【開催責任者】

近畿臨床検査技師会形態検査部門 部門長

りんくう総合医療センター市立泉佐野病院 中央検査部 根来 利次

【締切日】

平成１７年１２月９日� 消印有効

【申込先】

〒６３１‐０８４６ 奈良県奈良市平松１‐３０‐１ TEL０７４２‐４６‐６００１ 内線２３５５

奈良県立奈良病院 中央臨床検査部 梅本 弥生 宛

第１６回近臨技形態検査部門血液検査分野研修会のご案内

２００５年１１月１５日（１１）社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会



平成１８・１９年度の会長の役員立候補は、下記のとおりであり、会長選挙を実施します。

記

小崎 繁昭 �埼玉県臨床衛生検査技師会

自宅

村瀬 光春 �愛媛県臨床衛生検査技師会

愛媛大学医学部付属病院

愛媛県東温市志津川

◇投票日：平成１７年１２月１日�

◇投票受付期間：平成１７年１２月１日�～同年１２月１４日�

◇投票用紙の送り先：社団法人 日本臨床衛生検査技師会 選挙管理委員会宛

＊この期間に「日臨技 選挙管理委員会」に到着した投票用紙のみが有効となりますので、この旨を

選挙管理人へ周知してくださいますようお願いいたします。

事務局より
＊学会抄録集がお手元に届いていない方がおられましたら、事務局（大津赤十字病院 竹島）までご連絡下さい。

TEL０７７‐５２２‐４１３１（内２２６５） FAX０７７‐５２５‐９４７７

＊最近盗難が増えてきています。会員の中でも盗難に遭った方がおられますので、充分注意して下さい。

特に、会員の個人情報等をお持ちの方は、細心のご注意をお願いします。

滋賀県臨床衛生検査技師会史の訂正とお詫び

法人設立２０周年・創立５０周年記念で発行しました記念史に誤りがありました。訂正させていただきますとと

もにお詫び申し上げます。

� Ｐ１０ ４．研究班長 平成１１年度輸血班

誤り 丸井富美子 � 訂正 湯本 浩史

� Ｐ６９ 平成１３年度滋賀県医療従事者海外研修に参加して

誤り 中央検査室 山本 昌弘 � 訂正 公立甲賀病院 中央検査室 山本 昌弘

何か他にお気づきの点がございましたら事務局まで連絡下さい。

選 挙 公 示

（１２）２００５年１１月１５日 社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会



２００５年１１月１５日（１３）社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会



（１４）２００５年１１月１５日 社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会



２００５年１１月１５日（１５）社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会



編編 集集 雑雑 感感
そろそろストーブの恋しい季節となりました。

今年度の一大事業でありました第４５回近畿医学検査学会も成功裡に終了させていただくことができました。

昨年６月より、学会の企画、会場の設営、準備等にご尽力いただきました実行委員の皆様はじめ会員の皆様、

賛助会員の皆様、本当にお疲れ様でした。心より厚くお礼申し上げます。

学会前日には、今回の学会テーマである「研こうスキル（技術）・拡げようフィールド（職域）」に相応し

い「チーム医療」について研修会が開催されました。

これからは、日々の検査技術・知識の向上はもちろんのこと、職域を越えた、他の医療技術者と融合した新

しい業務に取り組まなければなりません。

来年は保険点数改定の年です。大幅な医療費の削減が画策されており、種々の保険点数のマイナス改定が予

想されております。

今こそ、「研こうスキル（技術）・拡げようフィールド（職域）」が要求されるのではないでしょうか。

より充実した会報を発行するため、会員の皆様からのご意見やご感想等、どしどしお送り下さい。お待ちい

たしております。

岡本 記

会誌・会報恵送御礼

静岡県 奈良県 千葉県 群馬県

京都府 大阪府 東京都 北海道

栃木県 愛知県 神奈川県 三重県

千葉県 宮城県 島根県 新潟県

和歌山県 茨城県

滋賀県放射線技師会

滋賀県理学療法士会

第２１７号滋臨衛技だより

２００５年 １１月１５日発行

発行所 滋賀県臨床衛生検査技師会

編集者 岡本 暢之

重田美千代

印刷所 宮川印刷株式会社

（１６）２００５年１１月１５日 社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会


